
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（灯浮標） 

発生日時 令和８年１月１８日 ０７時１０分頃 

発生場所 大分県佐
さ

伯
いき

市佐伯港（佐伯湾泊地灯浮標） 

 トオドオ鼻灯台から真方位１２６°６５０ｍ付近 

 （概位 北緯３２°５８.６′ 東経１３１°５５.８′） 

事故の概要  遊漁船S
エス

.Pleasure
プ レ ジ ャ ー

は、出港中、灯浮標に衝突した。 

事故調査の経過 令和８年２月２４日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

遊漁船 S.Pleasure、４.８トン 

ＯＴ３－２８２８０（漁船登録番号）、個人所有 

第２９４－２５０２１号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特定（限定なし） 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 船首部に破損 

灯浮標 支柱の一部に曲損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日出時刻：０７時１５分頃 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、釣り客６人を乗せ、遊漁の目的

で、佐伯市大島東方沖の釣り場に向けて佐伯港内の定係地を出航し

た。 

船長は、佐伯湾泊地灯浮標（以下「本件灯浮標」という。）を視認

したので、本件灯浮標の南側至近を通過しようと思い、自動操舵で本

船を東南東進させた。その後、左後方（左舷船尾方）を向いて釣り客

と会話を始めた。 

本船は自動操舵中も舵輪によって変針可能であり、船長は、左後方

に振り向いた際、右手を添えていた舵輪が少し動いたような気がした

が、そのまま釣り客と会話していたところ衝撃を受けて、本船が本件

灯浮標に衝突したことを認めた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

船長は、本船の損傷状況及び負傷者がいないことを確認し、本件灯

浮標に大きな損傷はないように見えたので、予定どおり遊漁に向かった。 

船長は、遊漁を終えて本船が帰航中、本件灯浮標に接近した際、本

件灯浮標の支柱の一部が曲損しているのを見て、定係地に戻った後、

海上保安庁へ本事故の発生を通報した。 

分析 (1) 船長は、本件灯浮標の南側至近を通過しようと思い、自動操舵

で操船中、後方の釣り客と会話していたことから、船首方の見張

りを行っていなかったものと考えられる。 

(2) 本船は、自動操舵中も舵輪によって変針可能であったことか

ら、船長が後方に振り向いた際、右手を添えていた舵輪が動き、

本件灯浮標を向く針路になったものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、佐伯港内を東南東進中、船長が本件

灯浮標に接近していることに気付かず、本件灯浮標に衝突したも

のと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、佐伯港内を東南東進中、船長が、左後方の釣り

客との会話に意識を向け、船首方の見張りを行っていなかったため、

本船が本件灯浮標に接近していることに気付かず、本件灯浮標に衝突

したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・船長は、操船中、釣り客との会話等、特定のことにのみ意識を向

けず、常時、周囲の見張りを適切に行うとともに操船に専念する

こと。 

・船長は、灯浮標付近を操船する場合、灯浮標から安全な距離を確

保して通過すること。 

・船長は、自船が灯浮標と衝突した場合、速やかに１１８番通報す

ること。  

事故発生場所 

（令和８年１月１８日 

０７時１０分頃発生） 

佐伯港 

定係地 

港界 

本件灯浮標 


